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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、ヨーロッパや中国の将来的な不安の強まりが個人消費の下押し

　 をするなか、雇用や所得環境は改善傾向にあり、総じて緩やかな回復基調で推移したものの、依然として経営環

　 境は不透明な状態が続いています。

　 このような状況の下、当第２四半期累計期間における当社の業績は、売上高４億12百万円（前年同四半期比

　 56.3％減）、営業損失１億53百万円（前年同四半期営業損失55百万円）となり、受取利息及び配当金等38百万円

　 を営業外収益に計上しましたが、経常損失１億15百万円（前年同四半期経常損失46百万円）となりました。

　 また、関係会社株式の一部を売却して株式売却益38百万円を特別利益に計上しましたが、四半期純損失は81百

　 万円（前年同四半期純損失54百万円）となりました。

　 セグメント業績は次のとおりであります。

　 （ニッケル事業）

　 前期に比べ、ＬＭＥ価格の下落により販売価格も値下がりしたため、売上高は２億33百万円（前年同四半期２

　 億99百万円 21.8％減）となりました。

　 （不動産事業）

　 当第２四半期においても販売条件が整わず不動産売却を先送りとしたため、賃貸料収入のみとなり、売上高は

　 ９百万円（前年同四半期４億37百万円 97.7％減）となりました。

　 （教育事業）

　 不採算校舎の閉鎖等を行なったことにより、生徒数が減少したため売上高は１億68百万円（前年同四半期２億

　 ６百万円 18.2％減）となりました。

　 （環境事業）

　 売上の計上はありませんでした。

（２）財政状態に関する説明

　 ①資産、負債及び純資産の状況

　 総資産は、前事業年度末に比べ３億50百万円増加し、29億40百万円となりました。このうち流動資産は、主

　 に預金の減少によるものであり、前事業年度末に比べ95百万円減少し、18億57百万円となりました。固定資産

　 は、前事業年度末に比べ４億46百万円増加し、10億83百万円となりました。これは主に当社の関連会社であり

　 ました、株式会社 東理ホールディングスの株式を平成28年９月に一部売却したことに伴い、保有目的を当社の

　 関連会社株式からその他有価証券に変更し、当該有価証券の評価方法を原価法から時価法に変更したことによ

　 る投資有価証券の増加であります。

　 負債は、前事業年度末に比べ39百万円減少し、１億78百万円となりました。このうち流動負債は、主に未払

　 消費税等未払債務の減少によるものであり、前事業年度末に比べ40百万円減少し、87百万円となりました。固

　 定負債は前事業年度末に比べ１百万円増加し、91百万円となりました。

　 純資産は、前事業年度末に比べ３億89百万増加し、27億61百万円となりました。これは主に有価証券の保有

　 目的の変更により、その他有価証券評価差額金が前事業年度に比べ、４億71百万円増加したことによります。
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　 ②キャッシュ・フローの状況

　 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等品（以下「資金」という）の四半期末残高は、前事業年度

　 末に比べ２億29百万円減少し、６億30百万円となりました。

　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　 当第２四半期累計期間における営業活動により使用した資金は、２億86百万円（前年同四半期４億46百万

　 円の獲得）となりました。

　 その主な内訳は、たな卸資産の増加１億78百万円等によるものであります。

　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 当第２四半期累計期間における投資活動により獲得した資金は、58百万円(前年同四半期７百万円の使用)

　 となりました。

　 その主な内訳は、関係会社株式の売却によるよるものであります。

　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　 当第２四半期累計期間における財務活動により使用した資金は、２百万円（前年同四半期１億２百万円の

　 使用）となりました。

　 その主な内訳は、リース債務の返済によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年８月12日に公表いたしました数値から変更はございま

　 せん。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 （会計方針の変更）

　 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

　 対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

　 附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　 これによる当第２四半期累計期間の損益に与える影響はありません。

　 （追加情報）

　 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を

　 第１四半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 875,250 645,395

受取手形 40,726 40,670

売掛金 63,937 53,642

営業未収入金 14,633 17,581

有価証券 148,960 156,795

販売用不動産 643,606 767,506

商品 92,359 147,443

前渡金 36,667 -

前払費用 11,101 8,889

未収入金 25,774 18,709

預け金 1,774 1,759

未収消費税等 - 1,034

その他 1,147 1,196

貸倒引当金 △2,607 △3,006

流動資産合計 1,953,331 1,857,620

固定資産

有形固定資産

建物 452,973 452,973

減価償却累計額 △202,785 △207,161

建物（純額） 250,188 245,812

構築物 1,187 1,187

減価償却累計額 △1,187 △1,187

構築物（純額） - -

機械及び装置 8,941 8,941

減価償却累計額 △8,941 △8,941

機械及び装置（純額） - -

車両運搬具 25,705 25,705

減価償却累計額 △17,939 △19,236

車両運搬具（純額） 7,765 6,468

工具、器具及び備品 134,991 136,215

減価償却累計額 △134,691 △134,918

工具、器具及び備品（純額） 299 1,296

リース資産 9,847 9,847

減価償却累計額 △9,847 △9,847

リース資産（純額） - -

有形固定資産合計 258,253 253,577
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

投資その他の資産

投資有価証券 5,158 706,565

関係会社株式 270,727 20,000

出資金 1,400 1,400

敷金及び保証金 68,787 68,787

長期貸付金 2,400 2,400

会員権 19,308 19,308

長期前払費用 2,656 2,501

長期未収入金 30,078 31,900

その他 18,436 18,723

貸倒引当金 △40,087 △41,909

投資その他の資産合計 378,866 829,678

固定資産合計 637,120 1,083,255

資産合計 2,590,451 2,940,875
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 11,102 10,056

リース債務 3,984 3,449

未払金 28,956 21,479

未払費用 5,253 3,564

未払法人税等 45,779 36,718

未払消費税等 17,976 -

前受金 5,313 2,507

前受収益 868 3,807

預り金 6,777 3,989

その他 - 83

賞与引当金 2,125 1,914

流動負債合計 128,137 87,569

固定負債

リース債務 2,655 1,198

退職給付引当金 6,969 7,862

役員退職慰労引当金 48,100 49,515

繰延税金負債 188 133

資産除去債務 32,376 32,627

固定負債合計 90,290 91,337

負債合計 218,428 178,906

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 1,500,000

資本剰余金

その他資本剰余金 1,560,321 1,203,408

資本剰余金合計 1,560,321 1,203,408

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △3,856,912 △81,688

利益剰余金合計 △3,856,912 △81,688

自己株式 △331,796 △331,796

株主資本合計 2,371,612 2,289,924

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 410 472,045

評価・換算差額等合計 410 472,045

純資産合計 2,372,023 2,761,969

負債純資産合計 2,590,451 2,940,875
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 943,043 412,062

売上原価 777,669 370,000

売上総利益 165,374 42,062

販売費及び一般管理費 220,447 195,258

営業損失（△） △55,072 △153,196

営業外収益

受取利息及び配当金 22,215 22,719

受取賃貸料 2,979 2,979

有価証券評価益 - 7,835

貸倒引当金戻入額 1,358 -

営業権譲渡益 - 4,629

その他 1,482 112

営業外収益合計 28,035 38,276

営業外費用

売上割引 149 111

有価証券評価損 18,980 -

その他 681 430

営業外費用合計 19,810 542

経常損失（△） △46,847 △115,462

特別利益

固定資産売却益 1,251 -

関係会社株式売却益 - 38,500

特別利益合計 1,251 38,500

特別損失

投資有価証券売却損 3,641 -

特別損失合計 3,641 -

税引前四半期純損失（△） △49,236 △76,962

法人税、住民税及び事業税 5,093 4,726

法人税等合計 5,093 4,726

四半期純損失（△） △54,330 △81,688
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △49,236 △76,962

減価償却費 6,802 6,054

有形固定資産売却損益（△は益） △1,251 -

有価証券評価損益（△は益） 18,980 △7,835

投資有価証券売却損益（△は益） 3,641 -

関係会社株式売却損益（△は益） - △38,500

受取利息及び受取配当金 △22,215 △22,719

賞与引当金の増減額（△は減少） 28 △211

退職給付引当金の増減額（△は減少） 632 893

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,610 1,415

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,341 2,220

売上債権の増減額（△は増加） 30,805 7,402

仕入債務の増減額（△は減少） △2,709 △1,046

たな卸資産の増減額（△は増加） 333,786 △178,974

前渡金の増減額（△は増加） - 36,667

前払費用の増減額（△は増加） 4,238 2,211

未収入金の増減額（△は増加） 101,872 7,065

未払金の増減額（△は減少） △16,233 △7,932

未払費用の増減額（△は減少） △1,296 △1,689

預り金の増減額（△は減少） 112 △2,787

前受金の増減額（△は減少） △5,423 △2,805

前受収益の増減額（△は減少） 2,258 2,939

未収又は未払消費税等の増減額（△は減
少）

29,421 △19,011

未払法人税等（外形標準課税）の増減額
（△は減少）

8,091 8,677

預り敷金及び保証金の返還による支出 △12,747 -

その他 2,631 1,961

小計 432,455 △282,966

利息及び配当金の受取額 18,812 19,240

法人税等の支払額 △4,931 △22,465

営業活動によるキャッシュ・フロー 446,337 △286,191

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,390 △769

原状回復による支出 △1,374 -

投資有価証券の売却による収入 3,500 -

関係会社株式の売却による収入 - 59,400

敷金及び保証金の回収による収入 1,773 -

その他 △892 △287

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,385 58,343
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(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △100,000 -

リース債務の返済による支出 △1,992 △1,992

その他 △13 △14

財務活動によるキャッシュ・フロー △102,005 △2,006

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 336,946 △229,854

現金及び現金同等物の期首残高 502,308 860,250

現金及び現金同等物の四半期末残高 839,255 630,395
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 平成28年６月29日開催の定時株主総会の決議に基づき平成28年８月２日付（効力発生日）で「資本金」を

　 35億円減資して、同額を「その他資本剰余金」に振り替えております。

　 また、同日「その他資本剰余金」で「繰越利益剰余金」を欠損填補しております。この結果、当第２四半

　 期会計期間において「資本金」が35億円、「その他資本剰余金」が38億56百万円それぞれ減少し、当第２四

　 半期会計期間末において「資本金」が15億円、「その他資本剰余金」が12億３百万円となっております。

（持分法損益等）
　

当第２四半期累計期間
　 （自 平成28年４月１日
　 至 平成28年９月30日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額 69,096千円
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